
PE課税を巡る条約及び
法改正の動向

1

は
じ
め
に

平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
お

け
る
国
際
課
税
関
係
の
主
要
改

正
項
目
と
し
て
恒
久
的
施
設

（P
e
rm
an
e
n
t-E
stab

li

sh
m
e
n
t

、以
下
「
Ｐ
Ｅ
」
と

い
う
。）
関
連
規
定
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
平
成
31
年
分
以
後

の
所
得
税
及
び
平
成
31
年
1
月

1
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年

度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
見

直
し
は
、
Ｐ
Ｅ
認
定
さ
れ
る
こ

と
を
人
為
的
に
回
避
し
て
日
本

に
お
け
る
税
負
担
を
免
れ
る
又

は
軽
減
さ
せ
る
ス
キ
ー
ム
に
対

処
す
る
も
の
で
あ
る
。

2

Ｐ
Ｅ
と
は
何
か

Ｐ
Ｅ
概
念
の
原
型
は
、
事
業

の
利
得
に
係
る
2
国
間
の
課
税

権
を
分
配
す
る
た
め
に
生
ま
れ

た
事
業
拠
点
概
念
に
あ
る
と
さ

れ
る
1
。
19
世
紀
後
半
、
ド
イ

ツ
連
邦
内
の
王
国
間
の
取
引
に

お
け
る
事
業
所
得
課
税
に
用
い

ら
れ
、
そ
の
後
、
二
国
間
条
約

で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
国
際
連
盟
モ
デ
ル
条
約
、

メ
キ
シ
コ
、
ロ
ン
ド
ン
の
各
モ

デ
ル
条
約
を
経
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

モ
デ
ル
条
約
草
案
と
な
り
、
現

在
の
モ
デ
ル
条
約
に
引
き
継
が

れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｅ
と
い
う
用
語

自
体
は
国
際
連
盟
モ
デ
ル
条
約

が
使
用
し
て
普
及
し
た
2
。
Ｐ

Ｅ
の
有
無
は
こ
れ
に
よ
り
課
税

権
が
分
配
さ
れ
る
た
め
、
そ
の

施
設
が
直
接
企
業
収
益
に
貢
献

す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討

さ
れ
る
3
。
そ
の
後
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
モ
デ
ル
条
約
自
体
は
数
次
の

改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｐ

Ｅ
の
定
義
規
定
は
草
案
に
お
い

て
初
め
て
適
用
除
外
要
件
が
規

定
さ
れ
、
1
9
7
7
年
に
「
準

備
的
補
助
的
活
動
」
と
そ
の
組

合
せ
が
除
外
と
な
っ
た
後
は
、

2
0
1
4
年
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ

改
訂
さ
れ
て
お
ら
ず
、
2
0
1

7
年
11
月
に
初
め
て
条
約
本
文

が
改
訂
さ
れ
た
。

改
訂
後
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル

条
約（
2
0
1
7
）5
条
は
、
Ｐ

Ｅ
除
外
規
定
で
あ
る
4
項
の
除

外
規
定
と
し
て
4
・
1
項
が
加

わ
り
、
代
理
人
Ｐ
Ｅ
規
定
の
5

項
及
び
そ
の
除
外
規
定
で
あ
る

6
項
が
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
独

立
代
理
人
の
除
外
規
定
と
し
て

8
項
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条

約
と
対
比
さ
れ
る
国
連
モ
デ
ル

条
約
は
、
ソ
ー
ス
・
ル
ー
ル
に

係
る
考
え
方
の
根
本
的
な
相
違

か
ら
、
Ｐ
Ｅ
概
念
規
定
も
相
違

す
る
規
定
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
途
上
国
の

課
税
権
限
を
広
く
認
め
る
趣
旨

で
、
物
品
又
は
商
品
の
引
渡
し

の
み
を
行
う
施
設
を
恒
久
的
施

設
か
ら
除
外
し
な
い
こ
と
、
建

設
Ｐ
Ｅ
概
念
の
期
間
を
6
ヶ
月

超
と
す
る
こ
と
、
一
定
の
役
務

提
供
Ｐ
Ｅ
、
商
品
等
の
引
渡
し

の
た
め
の
み
の
施
設
の
利
用
・

保
管
が
Ｐ
Ｅ
と
な
る
こ
と
、
在

庫
保
有
代
理
人
や
注
文
取
得
代

理
人
も
Ｐ
Ｅ
と
な
る
こ
と
な
ど

の
点
に
相
違
が
あ
る
。

日
本
が
締
結
し
て
い
る
租
税

条
約
は
、
基
本
的
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
モ
デ
ル
条
約
の
定
義
に
準
じ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
相

手
国
の
事
情
に
よ
り
国
連
モ
デ

ル
条
約
を
一
部
又
は
全
部
反
映

な
い
し
修
正
す
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
全
部
が
同
じ
定
義
と

は
な
っ
て
い
な
い
。

国
内
法
も
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ

ル
条
約
上
の
原
則
に
準
じ
て
い

る
が
、
独
立
代
理
人
の
除
外
規

定
が
な
か
っ
た
た
め
平
成
20
年

度
の
改
正
で
独
立
代
理
人
を
除

外
す
る
規
定
を
設
け
た
点
、
平

成
26
年
度
税
制
改
正
に
お
け
る

帰
属
主
義
へ
の
見
直
し
に
伴

い
、
非
居
住
者
又
は
外
国
法
人

の
課
税
所
得
計
算
の
中
で
定
め

ら
れ
て
い
た
Ｐ
Ｅ
の
定
義
が
、

所
得
税
法
又
は
法
人
税
法
全
般

の
定
義
規
定
で
あ
る
2
条
に
移

動
し
た
点
を
除
き
、
改
正
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

国
内
法
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
は
、

⑴
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所

（
支
店
等
）
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ

る
⑵
建
設
Ｐ
Ｅ
及
び
⑶
代
理
人

Ｐ
Ｅ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
所

法
2
条
1
項
8
の
4
号
、
法
法

2
条
12
の
19
号
、
所
令
1
条
の

2
第
1
項
、
法
令
4
条
の
4
第

1
項
）。
な
お
、
Ｐ
Ｅ
に
は
、

非
居
住
者
又
は
外
国
法
人
が
①

そ
の
資
産
を
購
入
す
る
業
務
の

た
め
に
の
み
使
用
す
る
一
定
の

場
所
、
②
そ
の
資
産
を
保
管
す

る
た
め
に
の
み
使
用
す
る
一
定

の
場
所
、
③
広
告
、
宣
伝
、
情

報
の
提
供
、
市
場
調
査
、
基
礎

的
研
究
そ
の
他
そ
の
事
業
の
遂

行
に
と
っ
て
補
助
的
な
機
能
を

有
す
る
事
業
上
の
活
動
を
行
う

た
め
に
の
み
使
用
す
る
一
定
の

場
所
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
除

外
規
定
が
あ
る
（
所
令
1
条
の

2
第
2
項
、
法
令
4
条
の
4
第

2
項
）。
ま
た
、
代
理
人
Ｐ
Ｅ

に
つ
い
て
は
、
法
人
税
基
本
通

達
や
事
前
照
会
に
お
い
て
解
釈

適
用
が
示
さ
れ
て
い
る
。

3

Ｐ
Ｅ
認
定
に
関
わ
る
問
題

国
境
を
超
え
て
事
業
を
行
う

者
に
と
っ
て
は
、
ど
の
国
で
課

税
さ
れ
る
か
、
二
重
課
税
さ
れ

な
い
か
が
重
要
で
あ
る
。
租
税

条
約
上
、
自
国
の
企
業
が
相
手

国
内
で
事
業
を
行
う
場
合
、
相

手
国
内
に
そ
の
企
業
の
Ｐ
Ｅ
が

な
け
れ
ば
、
相
手
国
は
そ
の
企

業
の
事
業
利
得
に
課
税
で
き
な

い
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｐ
Ｅ
な
け
れ

ば
課
税
な
し
」
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
し
ば
し
ば
Ｐ
Ｅ
と
認
定

さ
れ
な
い
よ
う
な
人
為
的
な
回

避
が
行
わ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
⑴
Ｐ
Ｅ
か
ら

除
外
さ
れ
る
準
備
的
・
補
助
的

活
動
を
行
う
場
合
に
そ
れ
が
そ

の
企
業
の
本
質
的
活
動
で
あ
る

場
合
で
も
Ｐ
Ｅ
認
定
さ
れ
な
い

こ
と
、
⑵
①
代
理
人
の
名
で
契

約
を
締
結
す
る
方
法
、
②
契
約

締
結
に
至
る
実
質
的
な
活
動
を

代
理
人
が
行
い
、
契
約
の
締
結

だ
け
は
本
人
が
行
う
方
法
、
③

関
連
企
業
を
独
立
代
理
人
と
す

る
方
法
に
よ
り
代
理
人
Ｐ
Ｅ
の

認
定
が
回
避
さ
れ
る
こ
と
、
⑶

契
約
を
分
割
す
る
こ
と
に
よ

り
、
建
設
工
事
等
の
期
間
を
1

年
以
下
と
し
て
、
建
設
Ｐ
Ｅ
の

認
定
が
回
避
さ
れ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｅ
認
定
回
避

に
対
処
す
る
た
め
、
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ

行
動
7
に
基
づ
き
モ
デ
ル
条
約

の
Ｐ
Ｅ
の
定
義
規
定
も
改
訂
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

上
記
⑴
に
関
連
し
、
日
米
租

税
条
約
5
条
4
項
の
Ｐ
Ｅ
除
外

規
定
に
係
る
「
準
備
的
・
補
助

的
な
性
格
の
活
動
」
の
解
釈
が

争
わ
れ
た
裁
判
例
が
あ
る
（
東

京
高
裁
平
成
28
年
1
月
28
日
判

決
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
コ
ー
ド
：
Ｚ
8

8
8
―
2
0
1
4
）。
非
居
住

者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
専
ら
日
本
国
内
の
顧
客
に

販
売
す
る
事
業
の
用
に
供
し
て

い
た
日
本
国
内
の
ア
パ
ー
ト
及

び
倉
庫
は
、
単
な
る
「
保
管
」

又
は
「
引
渡
し
」
の
範
囲
を
超

え
、
日
米
租
税
条
約
5
条
の
Ｐ

Ｅ
に
該
当
す
る
と
認
定
さ
れ

た
。
判
決
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
コ
メ

ン
タ
リ
ー
の
解
釈
を
参
照
す
る

な
ど
し
て
、
4
項
⒜
な
い
し
⒟

は
、
文
理
上
、
同
項
⒠
の
例
示

で
あ
っ
て
、
同
項
⒡
の
⒜
か
ら

⒠
ま
で
に
掲
げ
る
活
動
を
組
み

合
わ
せ
た
活
動
に
つ
い
て
、
そ

の
活
動
の
全
体
が
「
準
備
的
又

は
補
助
的
な
性
格
」
を
超
え
る

場
合
に
は
、
恒
久
的
施
設
の
対

象
か
ら
除
外
し
な
い
旨
を
規
定

し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
合
理

的
で
あ
る
な
ど
と
し
た
。

Ｐ
Ｅ
の
「
準
備
的
・
補
助
的

活
動
」
に
係
る
除
外
規
定
に
つ

い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条
約

は
、
1
9
6
3
年
の
条
約
草
案

の
段
階
で
は
5
条
4
項
（
草
案

時
は
3
項
）⒠
に
つ
い
て
、「
企

業
の
た
め
専
ら
広
告
、
情
報
の

共
有
、
科
学
的
調
査
又
は
こ
れ

ら
に
類
す
る
準
備
的
若
し
く
は

補
助
的
性
質
の
活
動
を
行
う
た

め
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所
を

保
有
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い

た
が
、
モ
デ
ル
条
約
と
な
っ
た

段
階
で
、「
専
ら
」が
削
除
さ

れ
、
同
⒡
の
「
⒜
か
ら
⒠
ま
で

に
掲
げ
る
活
動
を
組
み
合
わ
せ

た
活
動
を
行
う
こ
と
の
み
を
目

的
と
し
て
、
事
業
を
行
う
一
定

の
場
所
を
保
有
す
る
こ
と
（
た

だ
し
書
き
略
）」
が
加
え
ら
れ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
ま

た
、
条
約
本
文
は
改
訂
さ
れ
て

い
な
い
が
、
条
約
の
解
釈
適
用

指
針
で
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
コ
メ
ン

タ
リ
ー
は
Ｐ
Ｅ
概
念
の
適
用
に

関
し
、
1
9
9
2
年
以
降
逐
次

改
訂
さ
れ
て
き
た
。

4

平
成
30
年
度
税
制
改
正

平
成
30
年
度
税
制
改
正
で

は
、
⑴
準
備
的
又
は
補
助
的
な

機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
措

置
、
⑵
代
理
人
Ｐ
Ｅ
と
な
る
範

囲
を
広
げ
、
Ｐ
Ｅ
認
定
さ
れ
な

い
独
立
代
理
人
の
定
義
を
狭
め

る
措
置
、
⑶
建
設
工
事
等
の
期

間
が
1
年
以
下
で
あ
っ
て
も
、

契
約
を
分
割
す
る
こ
と
が
Ｐ
Ｅ

認
定
回
避
の
目
的
で
あ
っ
た
場

合
に
は
分
割
さ
れ
た
期
間
を
合

計
し
て
判
定
す
る
な
ど
、
人
為

的
な
回
避
が
で
き
な
い
よ
う
な

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、

我
が
国
が
締
結
し
た
租
税
条
約

に
お
い
て
、
Ｐ
Ｅ
と
異
な
る
定

め
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
租

税
条
約
の
適
用
を
受
け
る
非
居

住
者
・
外
国
法
人
等
に
つ
い
て

は
、
そ
の
租
税
条
約
上
の
Ｐ
Ｅ

を
国
内
法
上
の
Ｐ
Ｅ
と
す
る
こ

と
に
よ
り
国
際
的
二
重
非
課
税

が
生
じ
な
い
よ
う
な
調
整
規
定

が
整
備
さ
れ
る
。

上
記
裁
判
例
に
お
け
る
「
準

備
的
又
は
補
助
的
な
活
動
」
の

解
釈
に
関
し
て
も
、
平
成
30
年

度
税
制
改
正
で
、「
保
管
、
展

示
、
引
渡
し
そ
の
他
の
特
定
の

活
動
を
行
う
こ
と
の
み
を
目
的

と
し
て
使
用
す
る
事
業
を
行
う

一
定
の
場
所
等
は
、
Ｐ
Ｅ
に
含

ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
そ
の
活
動
が
非
居
住
者
等

の
事
業
の
遂
行
に
と
っ
て
準
備

的
又
は
補
助
的
な
活
動
を
す
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
」

旨
、明
定
さ
れ
る
4
。さ
ら
に
、

こ
の
準
備
的
又
は
補
助
的
な
活

動
で
Ｐ
Ｅ
に
含
ま
れ
な
い
と
す

る
「
取
扱
い
は
、
事
業
を
行
う

一
定
の
場
所
を
有
す
る
非
居
住

者
等
と
密
接
に
関
連
す
る
者
が

当
該
一
定
の
場
所
等
に
お
い
て

事
業
活
動
を
行
う
場
合
に
お
い

て
、
当
該
一
定
の
場
所
等
が
そ

の
者
の
Ｐ
Ｅ
を
構
成
す
る
等
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き

（
当
該
事
業
活
動
が
一
体
的
な

業
務
の
一
部
と
し
て
補
完
的
な

機
能
を
果
た
す
と
き
に
限

る
。）
は
、
当
該
一
定
の
場
所

に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
」、

す
な
わ
ち
Ｐ
Ｅ
に
含
ま
れ
る
こ

と
が
明
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
5
。

Ｐ
Ｅ
認
定
を
避
け
る
た
め

に
、
独
立
代
理
人
と
す
る
こ
と

や
、
契
約
に
よ
り
日
本
で
の
業

務
を
極
め
て
限
定
的
な
も
の
に

し
て
い
た
場
合
に
は
、
平
成
30

年
度
改
正
に
よ
り
、
代
理
人
Ｐ

Ｅ
の
範
囲
が
広
が
り
、
か
つ
、

独
立
代
理
人
の
範
囲
が
狭
め
ら

れ
、
準
備
的
又
は
補
助
的
活
動

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
よ
り

限
定
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
に

よ
り
Ｐ
Ｅ
認
定
さ
れ
る
可
能
性

が
高
ま
る
。
ま
た
、
今
後
見
込

ま
れ
る
多
数
国
間
協
定
の
締
結

に
よ
り
、
国
際
的
に
Ｐ
Ｅ
定
義

が
統
一
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
Ｐ
Ｅ
認
定
さ
れ
る

範
囲
が
拡
大
す
る
と
、
次
は
必

ず
そ
の
帰
属
所
得
計
算
が
問
題

と
な
り
、
今
後
は
そ
の
計
算
方

法
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

作
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る

が
、
移
転
価
格
の
問
題
と
同

様
、
各
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

得
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
し

ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
と
思
わ

れ
る
。
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